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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （第323回 ）

日 時

場 所

平成30年6月5日 （火）午後1時 半 ～4時

衆議院第二議員会館 地下1階 第2会 議室

千代 田区永 田町2－1－2

◆国会議 事堂前 駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り4分 、永 田町

駅 （有楽町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車3分 。 当 目、午後1時

よ り、議 員会館 玄関 にて、通行証 を差 し上 げます。 そ の時刻前 に到

着 され た方 は、恐 縮 です が、受付脇 のロ ビー にてお待 ち下 さい。 ま

た、会議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第2会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お迎 えに参 ります。

さ。長 い充電 時間や少 な いイ ンフラ といっ た問題 は急 には解決 しない 、 とい う

予測 もあ り、 中国 のい う20％ 台で はな く10％ 程度 に とどま るので はないか。

また 、補助 金 目当て にメー カーが林立 してい るが、90％ は淘 汰 され る とい う

予測 もあ る。 ○蓄 電池 向 け液 晶分 子 の開発。 イ オ ンを効 率 よく伝 え る。 ○全 固

体 リチ ウムイオ ン電池 の国際標準化 に向け、 日本 が主導す べ く動 い てい る。 ○

経産省 が水 素基本戦 略 を策 定。30年 に商用 化 を 目指 し、液化天 然 ガス火 力発

電 と同等 までの コス ト削減 を 目指す。 ○ ゴム の古木 か らバ イオマ ス燃 料 を製造。

○ ア ンモ ニア をク リー ン燃料 に変 え る新 触媒 、○ ア ンモ ニア混焼 で火 力発 電 の

Co2削 減、 な どの解説 が あ り、一 同大 いに勉 強 に な りま した。

まず 、清原淳平専務理 事 よ り、本 日の講 師 ・駒場慎一東京理科大学応 用化学科

教授の経歴紹介があ りま した。

次 に、駒 場教授 よ り、 「カ リウムイオ ン電 池 の高濃 度イ オ ン電解 質液 」 と題

して解説 をい ただ きま した。 カ リウムイ オ ン電池 の基本 構造 は リチ ウムイ オ ン

電池 と変 わ らないが、毒 性 がな く、 レアメ タル を必要 とせず 、 コス トを下 げ ら

れ 、資源 の制約 もない。 カ リウムイオ ン電池 の欠 点 と して、充放 電 を繰 り返す

うち に電極 が劣化 し、容 量が急減 して しま う点 が あった。 そ こで、高濃 度電解

質液 を開発 した。電解 質液 には、ジ メ トキシエ タ ン とい う有機 溶媒 で カ リウム

イ オ ンが動 きや す くな る こ とが分 かった。正極 にはプル シア ンブル ー （紺 青）

が適 してい るこ とが分 か った。300回 充放 電 を繰 り返 し、容 量 を95％ 維 持

で きた。負 極 の黒鉛 もほ とん ど劣化 しなか った。紺青 は鉄や マ ンガ ンな どの安

価 な物 質で できてお り、 コバル トな ど高価 な金 属 を使 うリチ ウムイオ ン電池 に

比ベ コス トダ ウンが可能 だ。今 後、太 陽光 や風 力 な ど供 給 が一 定 ではないエ ネ

ル ギー の蓄電用 と して も、大型バ ッテ リー に蓄 え る方式 な どを検討 してい る。

議 題1、 最 近の再生 ・新 エネルギー につ いて想 う

挨拶 中島稔 新 エネル ギー委 員長

2、 メタ ノール水 溶液水素 発生装 置 とその実 用化

解説 亀 田光 昭新 エネルギー 研究 所代表

3、 『新 エネルギー 関連ニ ュー スNO．176』

解説 中島稔新 エネル ギー委 員長

報 告 去 る5月8日 開催 の第322回 新 エ ネ ル ギー 委 員 会 は、 中 島稔

新 エ ネル ギー委 員 長 が議 長 を務 め行 われ ま した。

まず 、 中島委員 長 よ り、 「最近 の再 生 ・新 エネ ル ギー につ い て想 う」

と題 して 開会 挨拶 が あ りま した。世界 で は再生可 能エネル ギー の拡大

が続 き、水力発 電 を含 めて電力 供給 の25％ を 占めてい る。 日本 で は

特 に風 力発 電 の停 滞 が 目立 ち、15％ 強 と大 き く出遅 れ てい る。再 生

可能エ ネル ギーの コス トは下 が り続 け、太 陽 光発 電 の コス トは1kw

h当 た り1セ ン トにまで 下がって きてい る。

次 に、 中島稔委員 長 よ り 『新 エネル ギー 関連 ニ ュー スN・．175』 の

解説 が あ りま した。今 回は、○ 中国 の急速 な電気 自動車 シフ トに危 う

★ レクチュアにつき、当 目会費 会員千円にご協力を。

次回、6E5日 （火）の新エネル ギー委員会 に

御芳名

出 一 欠 （げ れかに○印）

貴方様のFAX

テ ロ対 策へ の 警備 か らの要 請上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参 加希 望者 は、2日 前までに履歴書 をご提 出下さい。

（その際の会費 は二千円とな ります。）

事 務 局 宛FAXO3－ －3507－ 一一8587

協 和 協 会 事 務 局 智03－3581－1192時 代 を刷 新 す る会 事務 局iiSO3－3272－4320

匝lhttp： ／／www．jidai・assin．jp西kiy・hara＠ ’idai・assin． ’

当 日連 絡 先080（8836）6203（ 重 田 ）080（9292）2620（ 高 津 ）


